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(

八11 、
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雑

-錄

所

f
?
r
fM」

l«
J
M

入
資
本
金
に
對
す
る
金
利
を
年
々
ー
千
冏
と
し
、
又
差 

引
未
濟
の
S

理
費(
® :
業
主
の
給
料
を
#

む1

を
：雄
々
H
 

千
圆v

j

せ
ば
、
此
屯
均
飾
益
金
.に
對
じ
得
意
僮
額
は
四 

千
圆
の
評
價V

J

な
る
な
り
。
：又
普
通
に
.

I

只
入
年
數
?:
協

. 

定
す
る
を
常
ビ
す
、
年
數
は
、.
營
業
の
種
類
に
從
つ
て 

差
邋
あ
り
、
或
は
简
冷
の
場
合
に
於
て
特
別
の
條
件
を 

付
す
る
こ
ビ
あ
る
べ
じ
ビ
雖
も
、

1
年

乃

至

五

年

れ」

*■
•
. 

も
膂
通
と
し
、
時
に
は
+
年
の
多
き
に
及
ぶ
こ
と
あ
ぅ 

而
し
て
其
の
算
出
法
は
、
假
令
ば
へ
買
入
年
數
t

三
年 

V
J

し
、
前
例
0-
評
價
額
を
.以

て

せ

ば

、

四
千
圓
の
'三
倍 

M

ち1

萬

ニ

千

目

と

な

る
.か
*

し
。
以
土
述
ぶ
る
所
に 

依
b

得
意
評
偾
の|

般
的
標
準
?:
指
示
し
た
b
c
l 

六

.

页
に
進
ん
で
、
得
韋
勘

®

の
取
扱
方
に
關
し
.

一

般
的 

方
針
を
說
い
て
本
稿
を
結
ば
んW

す
9
 

.

得
意
勘
定
は
、
明

.

か
に
收
#
カ
め
表
示
す
る
を
以
て 

普
通
に
固
定
資
産W

見
做
さ
る
、
を
常V

J

す
、
而
し
て 

其
の
收
益
力
は
、.

營
業
の
狀
況

R

曲
^

f

時
^
消
長

$

ハ

號

一

一

八

あ
る
を
免
れ
ず
と
雖
も
、
會
許
學
の
意
義
に
於
.て
は
、
 

決
し
て
之
に
減
價
偾
却
を
行
ふ
>}

ビ

な
く
、
必
ず
貝
入 

原
债
を
以
て
貨
借
對
照
表
：の
借
龙
に
.現
ば
し
、
常
に
同 

1

の
價
额
に
存
留
せ
し
^

べ
き
な
り
。
然
れ
ど
も
、
之 

を
會
社
經
濟
•の
上
ょ
6

見
れ
ば
、
會
社
の
財
産
に
增
加 

を
來
た
し
之
を
資
本
化
せ
ん
ヒ
す
る
に
當
&
、
©
借
の 

承
衡
を
得
'せ
し
む
る
た
が
得
意
勘
定
を
以
て
最
も
便
利 

^

る
項
目
と
し
.で
用
^

る
'こ
.
^
J'̂
-
c
v。

か

く

し

て

、
_
得 

意
®

®

は
、

一
の
屈
伸
性
を
帶
び
來
6

、
容
易
に
之
を 

眞
價
以
上
に
見
積
る
こ
と
を
得
べ
し
ミ
雖
も
、
其
の
壻 

加
分
は
一
方
に
課
.稅
の
目
標
ビ
な
b

.
、
.
他

方

に

營

業

の 

眞
相
.に
關
し
善
良
な
：る
出
資
激
，5:
欺
瞞
す
る
乙v

j

な
り 

又
は
前
述
.の
*

く

私

利

を

營

む

.も

の

ビ
誤
解
せ
ら
る
、 

の
處
？

、
霊

、」

の
使
利
策
に
遇
ぎ
す
、
決
し
て 

着
實
を
尊
、ぶ
J
O
の
、
學
ぶ
.
ぺ
き)

」
VJ.

に
あ
ら
ざ
る
*

-

 ̂

之
に
反
し
て
近
世
0:

傾
向
.は
得
意
勘
定
に
減
價
償
却
を 

行
ふ
.乙
を
是
な
W

。

»

.©

.
理
出
ビ
す
る
所
に
ょ
れ
ば
、
 

買
入
の
際
、

f

定
年
數
紗
營
業
利
益
.に
對
し
ャ
支
»
い

肢?癖'̂m

た
る
：原
價
は
其
の
期
問
の
變
移
ヒ
共
に
消
盡
せ
&
る
ベ 

き
を
以
て
な
り
と
せ办

尤
も
、
得
意
勘
定
Q
ff
i
額
は 

拂
込
資
本
金
'01

部
を
表
示
す
る
資
鹿
働
定
な
れ
ば
、 

ょ
し
、
之
を
償
却
す
る
こ
と
あ
る
も
、
損
益
勘
定
を
經 

て
行
ふ
^」

ミ
に
依
.り
观
當
金
を
抑
制
す
る
に
至
る
は
不 

正
當
な
b
、
宜
し
く
資
本
勘
定
を
以
て
な
す
べ
し
。
換 

賓
す
れ
ば
、
會
社
が
十
分
の
積
立
金
を
有
す
る
場
合
に.
 

は
出
資
索
の
利
益
を
損
せ
ざ
る
範
圃
に
於
て
此
猜
立
金 

を
以
て
偾
却
を
行
ふ
ベ
き
な
り
。
要
す
る
に
、
會
社 

經
濟
の
見
雜
ょ
り
ヽ.得
意
勘
定
の
屈
伸
性
を
利
用
し
、 

適
宜
其
.の
.增
減
を
行
ふ
は
‘妙
と
v>
は
C
妙
な
ら
ん
も
、 

斯

は】 

'の
變
則
ミ
し
て
認
め
得
べ|
も
、
本
稿
の
論
旨 

を
維
持
ず
る
^
め
に
.は
、
會
訐
學
の
見
地
ょ.

o
/

當
初 

の
買
入
價
格
を
以
て
帳
簿
上
の
價
额

VJ

し
、
#
に
不
變 

に
存
在
せ
し
む
る
所
の
普
通
の
慣
習
に
從
ふ
，

」

ビ
を
良 

法
な
り
^

信
中
る
5

办
。(

五
月
十
五
日
稿)

.

:

有

價

證

券

：I

格

I

 

'

*
' 

.

»

*

.

高

へ

城

仙
.
次

郞

-

•

第
|

節

緖

,
言

'

公
債
、
I h
債
、
株
券
等
の
有
®
證
雜
の
主
な
る
も
の 

は
株
式
取
引
所
に
於V

競
賣
買
に
附
せ
&
る
、
結
报
と 

し
て
#
其
市
價
が
普
通
商
品
：の
市
價
に
比
し
て
急
激
に 

變
動
す
る
乙
S
.あ
る
が
故
^
、
有
價
證
雜
の
■價
格
は
他 

の
商
品
の
市
愼
と
は
異
な
b
た
名
.原
則
に
依
り
て
支
配 

せ
&
る 

>も
の
な
々
と
思
惟
せ
，る
者®
か

ら

ざ

る(;
?

如 

し

。
、又
、
總
で
.有
«
罾
券
の
相
*
は
5

の
事
情
の
爲 

め
にI

齊
に
騰
貴
苦
し
^
は
下
落
す
る
も
の
な
/

ぐし 

信
ず
る
：者
多
し
。
：さ
れ
ど
、へ
此
兩
見
解
は
多
少
爭
實
の
：
 

*
想
を
祖
#|
せ
る
所
な
&
に
非
や
。
有
似
離
#
の
市
© 

は
日
々
に
變
動
す
る
の
み
な
ら
，ず
、
同
！
1:
^
に
於
て
も 

往
舞
は
し
*
五
分
a
至
^

1

:騰
»
又

.«
下
落
す
る
こ

筋

十】

卷

(

八
一
5)

雜
鋒
葙
倒
說
券
の
篇
に
就
て

九

：!•

h
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C

八
ニ
六

)

雜

錄

有

凝

券
S

格
に
就
て

第
六
诚

I

ニ
〇

VJ

あ
り
て
、
其
變
舰
の
頻
繁
に
し
て
且
つ
激
烈
な
る
到 

底
他
の
商
品
に
於
て
殆
ん
ど
之
に
比
す
る
も

の
を
觀
ざ 

,る
ば
離
實
な
る
も
，

而
か
も
有
價
@
券

- 0
'市
^
が
W
く 

:

の
如
く
常
に
騰
落
し
て
止
む
，

」

£:
句
き
は
夫
れ
に
對
す 

る
W
用
と
供
給vj

が
他
の
商
品
の
需
給
に
此
し
て
急
激 

に
伸
縮
す
る
が
爲
め
に
し
て
、：
其
市
價
が
■
用
ど
供
給 

ゼ
R
依
り
て
定
ま
る
も
の
な
る
の.一
事

に

^

て

は

他

の 

商
品
に
於
け
るVJ

毫
も
異
な
ら
ざ
る
な
ヶ
。
次
に
、
同 

じ
く
有
價
避
券VJ

云
ふ
と
雖
も
、
利
子
の
確
定
せ
る
公 

偾
又
は
社
偾
の
市
僳
ヒ
：

g

當
率
の
一
定
せ
ざ
る
株
券
の 

市
價VJ:

は
同.1:

の
原
因
の
爲
め
に
往
々
正.反
對
な
る
影 

響
を
蒙
む
る
こvj

あ
h 

o本
篇
起
草
の
目
的
は
J b
fi
B
兩 

點
に
對
す
る
他
人
の
誤
解
を
正
し
、
，同
時
に
师
か̂[ft
*
 

瞪
券
の
惯
格
決
定
'に
.瀾
す
る
組
織
的
硏
究
を
試
み
、
先 

凝
の
叱
正
を
仰
が
んVJ .

す
る
に
在
り
ど
す
。.

第

U

節
有
價
證
難
市
價
の
決
定 

前
述
の
勿
ぐ
、
公
偾
並
R

I!
:

僙
マ
し
株
#

v
j

は
必
ず
し 

も
同
時
に
騰
貴
し
若
し
く
は
低
落
す
る
も
の
ビ
非
ざ
る

を
以
て
、
有
偎
嚴
錄
の
市
惯
が
如
何
に
し
て
足
ま
る
も 

の
.な

る

や

を

精

密

：
に

討

究

せ

ん

S
欲
せ
ば
、
公
偾
及
び 

社
偾
の
市
價V 」

株
券
の
市
偕
V
J5:
箇
々
別
.々
に
.研
^
す 

ず
る
を
要
す
る
は
多
言
を
須
ひ
ず
し
て
明
か
なb
と
雖 

も
、
有
價
證
券
の
價
格
は
其
性.質

.
の

如

何

を

問

は

ず

總
 

て
同
：

I

の
照
則
に
依
0
て
定
ま
る
も
の
'な
る
を
以
て
、
，
 

公
债
、
株
#
等
の
相
場
の
蒙
る
特
種
の
影
響
を
考
究
す 

る
に
先
ち
、
本
節
に
於
て
は
有
價
證
歡
全
部
の
市
價
を 

左
：右
す
る
共
通
の
原
則
を
阐
明
せ
んS
欲
すa  

.

第
ー
款
ぺ
有
價
證
券
並
に
他
の 

貨
物
の
市
價
，
 

各
有
價
證
'券
の
市
價
&
米
穀
ヽ
精
酒
ヽ
鋼
鐡
其
他
有.
 

ゆ
る
商
品
の
市
價
に
：於
け
る
が
如
く
、
夫
れ
に
對
す
る 

需
用
と
供
給
と
のj

致
ず
る
點
に
於
て
定
ま
る
も
の
な 

り
ビ
す
。
例
へ
ば
、
或
る#
猶
の
靴
が
' |

足
金
五
圓
-R
 

て
賣
買
•せ
ら
る 
> 
は
其
價
格
が
金
五
.圆
な
ら
ば
其
靴
に 

對
す
'a傭
用
て
.供
給
と
が
.同
類
*

^
る
が
故
な
る
^
同 

じ
ぐ
、
五
分
利
國
偾
M
九
十
五
.圓
に
て
取
^
せ
ら
れ
或

雜.1

は
郵
船
採
の
相
場
が
ニ

一

百
五
十
1
に
定
ま
る
ば
各
其
値 

段
.に
於
で
其
國
偾
文
は
株
券
の
龜
用
額
ビ
供
給
額
ミ
が 

1

致
す
る
爲
め
に
外
な
ら
ず
。

,

第
ニ
款
、
有
價
證
券
の
肅
用.
.
.

然
り
ビ
雖
も
、
有
價
瞪
券
の
®
用
並
に
供
給
ミ
は
其 

内
容
に
於
て
他
の
多
數
の
商
品
に
對
す
，る
需
用
及
び
供 

給
と
多
少
異
れ
る
所
あ
る
を.記
憶
せ
ざ
る
可
か
-£
»ず
。 

抑
も
貨
物
i c
對
す
る
：窗
用
は
之
を1
1
,
1
種
に
分
類
す
る>  j  

と
?:
妨
げ
ざ
る
な
3

0

日
ぐ
、.

{

一)

.消

费

を

目

.的

ど

す
 

る
も
の
、

(IT).

投
資
を
目
的
ビ
す
る
も
の
、

(

三)

投
機 

を
目
的
と
す
る
も
の
即
ち
是
れ
な
り
と
す
。
例
.へ
ば
佘 

が
白
米
商
.ょ
$
白
米
を
購
入
す
夺
は
消
餐
的
：窗
用
な
る 

か
、.白
米
商
が
深
川
の
間
屋
上
：
h
米
穀
を
仕
入
る
ゝ
は 

投
資
的
雷
用
に
して
？
米
相
場
師
が
米
榖
取
引
所
は
於 

て
規
定
の
證
據
金
を
收
め
て
米
穀
の
先
物
を
買
付
く
る 

,.は.楚
れ
投
機
的
需
用
な
ゲ.
&す
。'
Sれ

ど

、

總

て

.
の

貨 

物
が
必
ず
し
^
斯
く
の
如
く
三
褪
の
異4
-た
る
目
的
の 

爲

め

に

需

用

せ

も

の

に

非

ず

。'米
穀
、
，棉

花

、

.:v 

.、'

.

.
r
.
.
,

0,
^

lfe

»

糸
の
如
く
享
樂
又
は
：生

產

.の

.自

的
_の
，
爲

，め

に

消

截

せ 

.
ら

る
 

>
貨
物
に
し
て
.取
引
所
に
於
て
賣
質
せ
&.
る

.
、

も 

の
は
上
記
三
種
?>
«

用
の
0 :
的
物
た
る
を
常
S

す
れ
ど 

も
、.
鏡

油

、
、
味
噌.、
半

紙

、
.
.
.筆

.の

如

く

消

費

財

な

る

も
 

，一
肷
引
所
の
寶
買
に
附
せ
“

れ

ぎ

を

貨

物

に

對

し

て

は

寧 

に
消
费
的
嚴
用
並
に
投
資
的
»
甩
あ
る
の
み
に
し
て
投 

機
的|

£

用
な
る
も
.の
な
.

な

H

に
土
地
、
書
肅
骨 

董
.品
等
は
.取

引

所

に

於

で

賣

買

に

附

せ

ら

る

、
が
如
き 

こ
S

な
き
も
、此
等
の
物
に
對
し
て
は
消
*

的
需
用(

廣 

義
に
於
け
る)

、投
資
的
雷
用
並
比
投
機
的
需
用
ミ
看
做 

す
可
き
も
の
あ
6

。
如
何
ど
な
れ
ば
、
土
地
文
は
書
骨 

董
品
に
在
り
.て
は
或
る
者
は
享
樂
の
目
的
釔
以
て
之
を 

\

購
入
し
、
又
或
る
者
は
：貸
付(：

土
地
：

)

に
依
b

て
收
入
を 

■

得
る
が
爲
め
若
し
ぐ
は
普
通
の
卬
鱗
を
收
め
て
轉
廣
せ 

ん
が
爲
め
に
買
入
れ
、
，
又
逛
忙
或
る
潘
ば
市
價
の
暴
騰 

を
見
越
じ
て
投
機
的
に
之
を
購
買
す
る
こ
S

あ
る
を
以 

て
な
6

。
之
に
反
し
て
、
有
憤
證
券
は
投
資
又
似
投
機 

.■

」

必
目
^

物
だ
^

^
犯
免
も
^

^

^
喈
’

薇
油
、.
靴
、
.
'傘
；
.

(

八
ニ
七
，

)

.

雑

：

錄

洧
似
諕
券
の
倒
辂
|;
,就
て
-



笫
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八
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'雜錄符愤瞭券の倒格に就

^

* 
.

絡六珧二三

0

如
く
消
毅
の
目
的
の
爲
め
に
！g
f l
-

J

せ
ら

る

、
乙

.

マ」

な
. 

し
。
從
つ
て
公
偾
、
社
偾
並
に
株
券
は
消
费
的
餛
用
の 

目
的
物
た
ら
ざ
る
の
點
に
於
て
他
の
商
品
^
は
其
性
質 

を

異

に

：
せ
る
も
‘
0
:
に
:5

て
、.
其

需

用

は

投

資

的

又

は

，投 

機
的
の
も
の
た
る
を
以
て
、
其
の
*

減
を
左
右
す
る
^

 

因7
P

自
ら
他
の
貨
物
の
需
用
を
伸
縮
•せ
し
む
る
事
情
^
 

同
じ
か
ら
ず
。
例
べ
.，
ば

、

投

機

取

引
0

爲

め

に

.其

市

價 

の

機

亂

せ

し

め

ら

る

：、
^

」

と

な

き#

、
：
"
建

具

、

魚

類

、 

粮
油
、
味
it

の
如
き
商
品
は
勿
論
，
.投
機
'の
.目
的
物
ぬ 

る
米
穀
、.
«

糸
、
土
地
、
骨
輩
品
の
如
き
貨
物
と
云f

 

/
i
 

:

其
需
用
は
根
本
的
に
之
を
論
ず
れ
ば
皆
な
消
費
. 

に
依
b

て
定
ま
&

ざ
る
は
な
し
o

就
中
米
穀
の
如
き
は 

.
凶
作
の
豫
.想
立
ち
し
ミ
き
投
機
商
人
の
買
煽
'の
：
爲

め

に 

其
市
價
の
奔
騰
す
る
と
と
ぁ
れ
ど
，
興
の
然
ふ
所
以
は 

凶
作
‘の
結
果
と
し
て
米
穀
の
供
給
が
減
逖
す
可
き
傾
向 

を
有
せ
る
に
も
拘
ら
ず
、

一
灰
米
穀
の
消
费
的
需
用
は 

市
價
が
騰
貴
.ず
れ
ば
ど
て
突
如
大
に
收
縮
ず
る
も
の
に 

非&

る
結
果
、
投
資
的
。
‘殊
に
投
機
的
需
用
が
膨
脹
ず

る
爲
め
杞
外
な
ら
ざ
る
を
以
て
、
此
場
合
に'於
て
も
、 

尙
ほ
需
用
を
根
本
的
に
左
右
す
る
は
消®
な
h
と
云
ふ 

こ
：ミ
得
る
な
b

。
'

然
.る
：に
有
價
證
券
.
は
白
米
？
醬
油
S

同
欉
U

A.

の
自 

一
然
的
欲
望
の
充
足
に
用
ら
る
、

•

の
.に
：集

ざ.
る
：
を
以 

て
：？
：公
僙
、
ハ
社
偾
、

K

株
券
等
の#

用
は
消
費
に
依
&
て 

j

定
及
る
名
の
：な
.
y
 

v

し
：
云
，ふ

>」

e

5r
#

ず
。
然
ら
ば
、
其 

需
用
を
友
右
す
る
根
本
的
原
因
は
如
何
。

.
日
く
、
有
憤 

證
券
需
用
の
大
小
由
其
利
廻
迄
市
場
金
利
と

®差
©:

多 

寡
に
睬
ら
て
定
ま
る
：も
：の
な
办
と
。

'
.換
言
ず
れ
ば
、
兩 

:

者
の
開
き
多
け
れ
_
ば
豸
«

©

#

の
需
用̂

く
、
雨
潘
の.

W
僅
#
取
れ
ば
、

「

其
*
用
も
亦
®
な
し
。
.例
へ
ば
、
'額 

\
面
哲
_
の
五
分
利
附
公
«

0

*場
が
利
子
支
*
の
翌
日 

蜈

|!
)
に
：苜
圓H

し
て
^

!利
子
步
合
が
六
分
な
ら
ば
、 

此
公
« :
1-
對
す
る
需
用
ぼ
至
極
僅.少

に

し

て

.
？

苦

し

又
 

其
際
金
利
が
，

M
分
な
&
ば
公
債
©
翁
用
は
金
利
六
分
の 

場
合
ょ
b
?>
:
'稍
々
多
炉
，る
可
き
む
絕
體
的
に
は
尙
ほ
少 

な
か
る
可
L>
*:
o
.
.
.
さ
れV

荐
し
假
W
に
金
利
が
四
分
な
ら

•へ'，. 下•_ ***" 'て*'■*"
vV ぐ、、す、み

僙
苗
圆
^

^

w圆
に
：.て
| »
入
せ
ぼ
>

利̂
«
は
年
五
双 

な
各
を
以
て
、
恭
し
市
場
利
子
步
合
、が
年
六
分
な
り
と 

せ
ば
、
' 公
偾
を
購
入
す
る
ょ6
は
寧
ろ
資
金
^
銀
行
に 

預

ス

す

る

.か

或

は

他

に

之

を

».
付
ぐ
る
方
有
利
.に
し
て 

若
し
文
金
利
が
.五
分
.な
&
ば
ヽ
公
偾
ほ
投
資
す
る
資
金 

を
他
に
運
用
し
て
金
刺
を
收
む
る
も
豸
間
に
何
等
擇
ぶ 

可
き
所
な
S
が
故
に
、
，特
に
公
偾
を
债
入
せ
ん
と
欲
す 

ふ
者
尠
が
る
可
し
？
唯
此
際
：其
有
價
瞪
券
を
上
述
の
絛 

件
に
て
儐
入
せ
ん
ビ
欲
す
る
者
全
然
皆
無
なb
•と
云
ふ
•

» 

• 

k 

' 

‘ 

. 

. 

A. 

.

. 

*
1

0

1

ŷ
t 

* 

! 

. 

/ 

• 

I 

• 

k
F 

f
t
f 

.

.

,

次
^
有
價
證
：券
0-
供
：給
.も

亦

其

—

用

と

同

じ

ぐ

他

の
 

有
ゆ
る
貨
物
の
供
給
と
は
多
少®
內
容
k
異
に
せ
ぅ6  

凡
ぞ
貨
物
の
供
給(

の

目

的

は

：；

(

十)

營

利

、

(

ニ)

不

用

品
 

賣

挪

、

(11

一)

.資

金

調

達*
に
.

(

四)

.投

機

に

之

を

分

，©

す
 

る
乙
と
を
妨
げ
ざ
る.な

り

。

例

：
へ

ば

、

.農
夫
が
米
■
を 

6
^
:

す
る
は
營
利
、
不
用
品
賣
拂
：又
は
資
金
調
達
を 

的
ざ
す
る
供
給
^
し
てr

'米
問
屋
が
&
米
商
に
'又
白
米 

商
が
.消
*
者

に

米
, «
を
販
賣
.す

.る

は

營

利

を

主

服

と

す
 

る
も
の
,

€
 

:米
翁
場
®
が
敗
引
所
に
於
て
空
^

! 

寶
：る
は
投
機
的
供
給
な
卜
と
ず
。
又
：土
地
、
'骨
it
.ロ
 

m上
.

こ
I

得
す
。
如
何
と
'*
れ
ぱ
、
利
廻
を
多
少
犧
牲
に|

就
き
て
云
は
ん
か
：、
是
迄

'享
樂
I

し
で
馨
比
し
も 

供
し
.て
も
預
金
又
は
.貨
付
等
を
避
げ
て
確
實
な
る
有
©

j

の
を
其
所
有
主
が
資
却
す
る
と
せ
ば
、
そ
は
不
弔
活
寶

雰

に

投

入
H

を

塞

f

裏

無

に
f

る

一

響

し
 

<

は
資
金
麗
を
晶
と
爲
す
に
外
f

t' 
,
し

を

£
て

な

办

。

之

に

文

し

て

、

皆

し

を
^
!?？
.
P
3ト

K 

ニ

、

ニ
^
! 

广

2
1
1
. 

I
f 

,
v 

‘

.

を
以
て
な
ぅ
。
之
に
反
し
て
ヽ
若
し
金
利
が
年
四
分
な 

ら
ば
、
上
記
の
公
偾
に
對
す
る
需
用
は
多
量
に
上
る
な 

ら
ん
。
如
何
と
な
れ
ば
、
公
偾
の
利
廻
と
金
利
と
の
間 

に

I

分
の
開
き
あ
る
が
故
な
り
と
す
。■

,

.第
十
.

一

卷

(

八u

九)

，

雜

錄

布

®

#
の
似
格
に
就
ズ て

、
土
地
#

S
5-3
C
は
骨
董
品
商
が
之
を
賣
却
す
る

vj

せ 

ば
、
を
は
營
利
の
目
的
を
達
せ
ん
が
爲
め
な
七
ビ
す

.o  

然
&
ば
、
.土
地
又
は
骨
董
..品
0
:投
機
的
供
給
な
る

も

の
 

あ
h
や

。
、
.
日
ぐ
、
土
地
又
は
骨
筮
品
に
於1
も
投
機
的
：
 

の
供
給
ぁ
れ
ざ
も
、
此
投
機
的
供
給
は
米
穀
の
投
機
的.

，第
六
製

>-■ -A 
Y-

— •薩 4 •



供
給
ビ
大
に
其
性
®
を
興
に
せ
り
。•蓋
し
土
地
伸i

只
人 

又
は
骨
张
品
商
が
最
初
投
機
的
^
仕
入
れ
た
る
土
地
苦 

し
く
は
骨
衰
品
を
後
日
寶
放
つ.場
合
に
は
.之
を
投
機
的 

供
給
と
獬
す
る
こVJ

を
.得
る
な
ら
ん
。
■さ
-れ
y
、
土
地 

又
は
骨
蜜
品
に
於
て
は
米
穀
に
^
け
る
が
如
く
全
く
所 

有
せ
ざ
る
も
の
を
賣
却
す
る

>  J  VJ
を
得
ざ
修

h
y
。
從 

つV

土
地
、
骨
董
品
等
の
，投
機
的
供.給
は
投
機
的
«
用 

に
制
限
ぜ
ら
れ
^
る
も
の
な
りV 」

云
ふ
を
#
ん
か
。
之 

k

l被
的
：に
：論
ず
れ
ば
、§

«•
る
.意

味

に

於

け

る

投
 

機
的
供
給
は
主
ビ
し
て
取
引
所
に
於
て
：賣
買
を
許
さ

る

>«

%
R.
就

き

1:
0
み

行

ふ

こ

ビ

を

得

る.
'
も

の

な

りV 」
 

す

or
、然
ら
ば
S
.有
惯
瞪
狳
の
供
給
は
如
何o
.
.
日
ぐ
、
有
價 

證
券
の
現
物
商
が
顧
客
に
，公
偾
：又
ば
株
券
を
賣
却
す
る 

は
營
利
の
目
的
を
有
す
る
供
給
に
し
て
、
1或
る
會
社
の
'
 

株
主
が
不
時
の
.入
©
に
：充
つ
る
爲
め
或
は
心
の
利
廻
の 

.優
れ
る
事
業
又
.は
有
價
S
券
k
投
資
す
る
爲
め
に
其
所 

有
株
を
賣
放
つ
と
せ
ば
、
そ
は
資
金
調
達
を
目
的
せ
る

供
給
な
り
。
■又

"

兜

町

に

於

て

仲

買

人

又

は

北

顧

客

垆
 

空
株
を
資
り
た
り
と
せ
ば
、
是
れ
投
機
的
供
給
を
構
成 

ず
る
も
.の
ft-CS

と
す
。‘
.然
^N

と

雖

も

.
、
，
：
有

®
if
-券
に
於 

て
は
他
.
.の
有
卿
る
®
物
に
.於
け
る
が
如
-

〜

不
用
品
寶
挪 

を
目
的
と
せ
る
.供
給
な
る
も
の
殆
ん€
な
し
。
蓋
し
其 

所
有
著
が
外
國
に
移
住
す
る
擞
合
等
を
除
き
て
は
有
價 

證
券
が
.不
用
品W

な
る
が
如
S
こVJ

殆
んV

な
け
れ
ば 

な
り
？
政
府
文
は
曾
社
が
全
么
破
產
せ
る
際
に
は
其
の 

公
偾
若
し
ぐ
成
株
券
が
不
用
品̂
な
る
：こ
と
あ
る
可
け 

れ
ど
も
、
®

に
^

等̂
#
證
狳
は
何
等
の
價
値
を
有 

せ
ざ
る
一
片
の
反
古
紙
に
過
ぎ
ざ
る?:
以
て
、
之
^.
賣 

却
す
る
ニ
ビ
5:
:得
ざ
る
な
$
。?;
さ
れ
ば
、
有
價
證
券
は 

投
機
的
^
供
給
，せ
£
る
.、
點
.に
於
て
±
地
又
は
骨
輩
品 

等
の
.貨
物
を
呔
同一

だ
論
ず
る
ご
ミ
を
得
ず
？.又
；
>1
1 

品
ミ
し
て
供
給
せ
ら
を
メ乙
ミ
な
き
點
に
於
て
恤
の
有 

ゆ
る
貨
物
と
は
其
性
質̂

異
に
せ
ぅ
。

然
ら
ば
s
'
.
v
有
價
歷
券
の
供
給
を
极
本
的
に
支
配
す
.る 

も
の
は
何
ぞ
や
。
.日

く

、
，
金

利

vj

利
廻
ヒ
の
關
係
即
ち

是

れ

な

み

例

：へ

ば

市

場

利

子

步

合

が

五

分

以

下

な 

る

と

は

五

分

利
#

公
偾
の
百
圆
券
?:
百
圆
に
て
賣 

却
す
る
も
の
殆
ん
ど
な
.か
る
可
し
。
蓋
し
.其
利
廻
は
五 

，分
に
相
當

す

る

を

以

て

、
..金

利

五
分
以
下
の
と
き
に
は 

之
を
所
持
す
る
方
刺
益
な
る
を
以
て
な
ぅ
。
さ
れ
ど
、
之 

に
反
し
て
金
利
が
若
し
五
分
以
上
.な

れ

ば

、
'
其

證

券

を 

寶
放
ち
て
寶
揚
を
：他
に
運
用
す
る
者
鐘
出
す
る
に
至
る 

な

ら

ん

。

勿

論

、

假

令

市

場

利

子

步

合

が

.
五

分

以

下

な 

b
 _VJ

す
る
も
、.

其
公
偾
の
.所
有
者
が
a

債
の
利
廻
よ
b
 

遙
か
に
有
刺
な
る
投
資
物
を
發
見
せ
る
際
に
は
其
公
債 

を
賣
却
じ
て
所
用
資
金
調
達
を
圖
る > 
ケV
Jfe

る
可
け
れ 

ど
名

、"
若
し
其
有
刺
な
'る
投
資
が
金
額
及
び
範
圍
に
於 

て
_左
程
重
要
■な
ら
ざ
る
も
の.な
れ
ば
、
' 公
ft
の
供
給
に 

.及
ぽ
す
影
響
は
頗
る
微
々
た
，る
も
の
な
ら
ん
。
苦
し
又 

之
に
反
し
て
斯
く
0'

如
き
有
利
な
る

投
資
が
廣
C

行
«
 

る 

>
と
せ
ば
、_
市

場

金

利

は
自
ら
騰
貴
し
て
五
分
以
上 

と
爲
る
こV

J

あ
る
可
け
れ
ば
、
結
局
有
惯
®
券
の
供
給 

は
金
利
と
利
迴
.̂

の
關
、係

に

，依

卜

て

左

右

せ

.ら

る
y 
ao

な
ヶ
と
云
ふ
を
^

か̂
。.
.
.
.
而
し
1:
斯
ぐ
の
如
ぐ
利
紙
が 

金

利

ょ

り

高

け

れ

ぼ

豸

價

證

券

，の

«
!&
ル
ノ
な
く
、
利
扉 

が
金
利
ょ
6
も
低
率
な
れ
ば
其
の
供
給
多
き
は
雨
竟
有 

價
謾
券
の
所
有
者
が
、其
財
産
を
最
も
有
刺
に
運
用
せ
ん 

ゼ
欲
す
を
R
因
哆
く
現
象
に
外
な
ら
ず
。.而
が
'も
此
種 

，の
供
給
ば
.吾
人
’の
所
謂
資
金
調
達
を
目
的
ビ
せ
る
も
の 

に
し
て
、：.有
價
證
券
.の

- «
給
0
大
勢
を
定
む
る
も
の
な 

A
。
.如
何VJ

な
れ
ば
、
：
上
述
の
如
く
、
有
價
©
券
に
は 

不
用
®
賣

挪
な
る
も
の
な
ぐ
、
又
投
機
的
取
引
ば
之
に 

反
し
て
盛
ん
に
行
は
れ
、
從
つ
：て
往
々
に
し
て
^
崩
の 

爲
め
に
常
親
を
逸
し
た
る
多*
の
投
機
的
供
給
を
^
る 

こ
と
あ
れ
^
も

、
：こ

は

：

.

1

時
的
現
象
^
る
に
止
凌
^S 、

決
.
 

し
：て
报
本
咿
に
有
價
譜
券
の
供
給
を
左
右
す
ん
も
の
に 

非
ざ
れ
'ば
な
り
。.蓋

し

假

令

相

場

師

.が

或

る

株

券

の

實
 

崩
を
誠
み
んVJ

す
る
も
一
方
資
力
に
限6
あ
石
を
以
て 

無
限
に
空
株
の
®
奥
約
を
結
ぶ
こ
ビ
能
は
ざ
.る̂
同
時 

に
又
：

一

.方
柃
於
1:
若

'1
,
_株
券
鉍
刺
廻
の
：採
箅
上
有
利 

な
る
投
資
物
な
ら
ば

、
夫
れ
に
對
す
ふ
髂
用
多
か
る
可

第
十
.
-

1

卷

(

八H
U

)

雜
錄
布
似
說
券
の
似
格
に
就
.て

m

H
S；
Pi



、
笕
十一
卷

.
(

八
?

I
)

雜

綠

.
有
傾
說
券
の
似
格|;
就
ズ 

第
六
號 

一
二
六

漏

ダ
^

雖
.赢

：，：

兹
:'
.
^所

謂

市

場.利
^

步

会

ビ

は.®
. 

L

■て
免

何
.な
'^

性
..質
©

金

刺
:̂
指

示

す

る

もの
な
る
や

き
に
依
り
、
寶
方
は
窗
契
約
を
®
行
す
る
爲
め
に
寶
傑 

よ
&
も
削
高
に
買
戾
さ
ぐ
る
を

得

^

る

の

浙

目

に

陷

ゐ 

6

多
大
の
損
失
を
招
く
こ

.

.
と

あ

る可
き
を
以
て
、
投

機
 

的

供

給

を

根

本

的

に

支

：配

す

る

.も
-
の
も
亦
利
®
.
S
金
利 

■な
b
と一}！

ふ
こ

と

を
得
る
な
ク
.°
此
外
營
利
的
供
給
に
' 

就
き
て
云
ふ
も
亦
同
じ
く
、
現
物
商
ミ
雖
も
利
廻
の
.計
. 

C

上
^
便
瞪
券
を
賣
却
す

*̂
E
不
利
益
な
；

o

c£
認
め
た 

る
場
合
に
は
之
を
賣
放
つ
で
と
な
か
る
可
上
。

第

三

節

有

價

證

券

^

市

場

利

子

步

合 

上
述
の
如
く
、
有
價
瞪
券
の
市
價
は
其
需
用
ぐJ
供
給
.. 

ミ
の
一
致
す
る
點
に
於
て
定
ま
>
、
雷
用V

J

供
給
ミ
は 

共
に
利
廻
と
市
場
利
子
步
合V

J

の
關
係
に
依
り
て
左
右 

せ
&
る
、
も
の
な
る
が
故
に
、
換
言
す
れ
ば
、
利
廻
が 

金
利
l

b
高
け
れ
ば
有
價
瞪
券
の
需
用
多
く
供
給
少
な 

.く

、
又
之
に
.反
し
て
金
利
が
利
廻
ょ
ぅ
も
高
率
な
れ
ば 

■
用
少
ぐ
供
給
多
き
を

常
と
な

す

を
以
て
、
市
場
利
子 

步
合
騰
貴
せ
ば
有
價
蹬
券
の
市
價
下
落
し
、
金
利
低
落 

せ
ぼ
其
市
價
滕
貴
す
る
の
傾
向
を
有
す
る
も
の
な
り

VJ

m

u
利
子
步
合
と
云
ふ

と
雖
も
、
貨
付
日
步
、
割
引日
.步 

當
座
預
♦
日
步
、'當
座
貨
越
日
步
、
.■.コ

レ
ス
ポ
ジ
、デン 

.

ス
f t
越
日
步
'
特
別
當
座
頌
金
日
步
、
定
期
預
金
年
利 

定
期
貨
付
啤
利
、.
コ
ー
ル
_
0撕
等
あ
り
て
、
此
等
の
步 

合
は
普
通
皆
な
其
率
を
異
に
せ
る
の
み
な
ら
す
、
貨
付 

归
渉
又
は
割
引
.日
步
に
.於
て
偾
務
者
.の
信

用

.
、

抵

當

物
 

件
又
は
手
形
の
性
質
に
依
办
て
其
率

一

樣
な
ら
ず
。n.

一
ー
ル
貨
借
に
於
て
も
亦
塑
日
挪
、
月
越
又
は
無
條
#
.
の 

„

契
約
な
ど
に
依
ヴ
日
步
に
高
低
あ
る
を
常
と
せ
り
。
果 

し
て
然
ら
议
、
有
價
證
券
の
市
價
に
影
響
を
及
ぼ
す
金 

利
«

如
何
な
る
性
質
の
ぁ
の
_

$

5や
。
惟
.ふ
に
有
ゆ
る 

短
期
貨
借
の
利
子
步
合
は
_

し
て
一
檫
に
昂
II

又
は
低 

落
す
る
の
傾
向
：を
有
ず
る
も
の
に
し
て
、
直
つ
長
期
預 

金
貨
借
.又

は

預

金

の

：步

合

は

一

時

的

に

は

短

期

貸

借

の

： 

步

合
^
.の
間
'
^少

な
'か
_&.
^

る
|1
&'
'
'を

生

^

る

こ

と

あ 

.
れ
ど
、
' 此
兩
者
は
常
に
相
接
近
せ
ん
せ
す
る
の
氣
勢
を

示
す
も
の
な
る
を
以
て
、
有
ゆ
る»
類
の
金
利
のj

高 

1

低
は
總
て
有
價
證
券
の
市
價
に
何
等
.か
の
影
響
を
及 

ぼ
す
も
の
な
b
と

云

，
ふ

を

妨

げ

ざ

る

な

^V 。

3
れ
ど
、
'
 

就
中
■

證
券
の
市
.價
i
最
も
密
接
な
.る
關
係
を
有
す
.

る
金
利
は(

i
)

定
期
預
金
步
合
、(

S

:
當
座
預
金
日
.j 

步
、■(

三)

貨
付
日
步
、(

四)

割
引=

1步
並
£

 

(

五)

，
コ

' 

丨
ル
.日
步
な
る
が
如
し
。
蓋
し
投
資
の
目
，的
を
以
て
有
. 

價
瞪
券
を
購
入
せ
ん
ミ
欲
す
る
澈
は
其
利
麵
ど
定
期
預
'■ 

金
又
は
當
座
願
金
の
利
子
步
合V

J

を
比
較
b

p
購
入
の 

可
否
I

決
定
ず
可
く
、
又
堪
R

有
利
に
資
金
を
運
用
す 

る
目
的
を
以
て
有
偾
^

券
を
«
却
せ
ん
と
せ
る
者
は
利 

廻v
j

定
期
預
金
又
は
當
座
预
金
と
を
比
較
し
、
M

に
或 

る
事
業
に
投
ず
可
き
資
金
を
婴
す
る
漭
が
銀
行
ょ
6

之
一 

を
借
入
公
可
き
か
或
は
自
己
所
有
の
有
價
證
券
を
處
分
. 

し
て
之
を
調
達
す
可
き
か
は
有
©

腊
券
の
利
廻
マ」

貨

付
. 

又
は
割
引
步
合
と
を
此
較
し
て
決
定
す
可
け
ル
ば
な
り 

最
後
に
自
己
所
有
の
資
金
を
瞪
據
金
ビ
し
て
於
勝
咖
に

第
十
.1.

卷

當
«

预
金
の
刺
子
と
*
投
機
取

引

に
依

收

め
#
る 

純

益

と

を

此

較

し

、

借

入

金

.を

以

て

同

上

の

取

^

を

試
 

み
ん
と
せ
る
者
'は
.其
純
益
ど
貨
付
又
は
.割
引
步
合
或
は 

コ
ー
ル
日
步
と
を
對
照
す
る
な
ら
ん
。

第
四
節
利
子
歩
合
の
高
低

9
J

有

價

.

證
券
の
市
價 

上
文
に
指
摘
せ
る
が
如
く
、
當
座
預
金
日
步
、
定
期 

預
金
利
子
、.
貸
付
0

步
、
割
引
日
步
、
コ
I

"

日
.步
等 

,垆
昂
滕
せ
ぼ
有
價
證
券
.の
市
價
低
落
し
、
此
等
の
余
利 

,
.が
低
下
せ
ば
有
價
it
s

券
の
市
便
：は
騰
貴
ず
る
の
«
自
を 

有
す
可
き
も
の
^

る
が
、
_

»

は
果
し
て
其
斷
®
ビ
合 

致
せ
る
や
否
か
を
檢
せ
ん
が
爲
め
、
左
に
明
治
三
十
三 

年
ょ
&

大
疋
四
年
迄
即
ち
最
近
十
'六
ヶ
年
間
.に
於
け
る 

東

京

市

中

の

金

刺

と

帝

國

：五

分

刺

公

偾

の

it

肷
引
相
場 

と
の
對
照
表
を
揭
げ
ん
S

欲
す
。
但
し
コ
！
ル
日
步
に 

關
す
る
正
確
な
る
統
計
を
得
る
能
は
ざ
6

し
を
以
て
、
 

衣
表
に
は
之
を
省
略
せ
A

。

，

(

八
三
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I
s 

:
•

離r 

.

.

.

.
錄
，.

筘
愤
證
#

0
偎
格
に
就
江
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八
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m

,

錄

有

似

si
t
券
の
僴
格
：

i

就
て

年
明
治

三
三

H
四」 

三
洱 

三
-

六
：
 

三
货

三
八 

■
H
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四
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四r
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四
ニ
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四
四 

四
年
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ニ 
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三 四
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平
均
贷
付
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I

n
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八
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四
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ニ
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o
n
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-
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丨

ニ
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三
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ニ
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六
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ニ
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1
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.
ニ
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1
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ニ
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四
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1

V
一
六 

ニ
i
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七 

1
T3L
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ニ
®
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一
 

i
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一
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T
九
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ニ
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一
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ニ
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三
ニ 

1
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九
三
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均
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座

B
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日
少_ 

§
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ハ
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1

*
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一
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五
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九
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九
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六
四 

〇
*
八
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1
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〇
ゴ 

o

七
五

定

期

预

金
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.H
々
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■

錢
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.
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r

•八
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一
。
九

五
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7
五
三

,
7四
ん
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一
-五
三
.

,1

。
四
<
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一
 

*四
1ニ
.

1

4五
九 

V

•四
兰
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1  

o 一
 
七
.

一

こ

三

： 

ー
*
三
七 

了
六，I

:ニ
0.
六

ニ
. 

T
三
六

第
六
號

(

五〕
(
一 X

5
C

三)
(

四〕

の
平
均

.
錢

-

ニ
-
—四
'

.11  i
n
f
.

:
T
W
1

一

7
七
六

T
七
四
 ヽ

■
7
八
七
- 

.1

0七
虫

1
。

七
.ニ
.

1

•九
a 

7
六
九 

.j

。
三
五 

•.
T
H
三 

.1

0五
九 

'

1®

八
四
：

‘-1: 。

八
六.

.1

i
八

1

ニ
八

帝
國
五
分
利
公
潢 

0!
1
:取
'»
|
!
平
均
相
場

- 

' 
把

.

八

九
‘
o
w
六

八
四
。
八
七 

八
五*四
八'
 

八
九
'
•
九
ニ 

•八
四*七
七'

. 

'八
' 

o
六
八-
 

九
〇
。
九
九
： 

.
八
六
。3/
:
ニ
>
 

八
.ニ
。
四
七 

九
三
。

(‘ 一

五
、 

1

〇
？

五
：
ニ 

九
八* ニ
八 

九
ニ
 
•
〇
九 

.

九
0
*3£
三
.
 

八
九.。
〇11  

■八
九*七
〇.

V?
:
-
.
- 

-

パ

劣

】

三

が

、
霸
の

I

f
騰

昼

丨

ュ

，

て

金

融

の
1

翏

く

反

身

す

？

I
れ
ば
、
前
表
に
はH
务

I
期

I

I
子

I
げ
た
リ
。

：

，

ヒ

憲

利

鑫

準

と

？

も
、
他I

I
合
が
I

l

l

s照
猛
t

し
I

V
含

U
、

三
、
前

表

の

擊

は

雙

大

馨

發

行

「

金

1

—
考
密」

に

f

o
合

計

« 

十
五
囘

算

三

夢

座

预

金
_
0步
と

公

J?
市

^

'
,利
子
下
落
し
て
公
債
市
®
騰
貴
せ
し
度
數
七
同 

利
子
騰
貴
し
て
公
偾
市
價
低
落
せ
し
度
#
,
四
囘 

利

子

下

落

し

て

公

偾

市

價

低

落

せ

し

度

數

，
ニ

同

#
表
に
就
'.
&

て
之
を
觀
る
に
、
大
多
數;0
•場

合

に

於

て
^
子
步
合
が
前
年
ょ
.-
?
)騰
貴
せ
る
際
に
.は
公
債
の
相

#
下
落
し
、
金
刺
が
低
落
せ
る

際
に
は
公

債

の

市

價

應

貴

す

。
今
其一

致
s

f

各

翁

に

就
I

示

せ
ハ
 

ば
左
の
如
し
。 

\

'
第
：'
-
貨付

！！！

步
ど
公
偾
市
偾. ;

■

.

.
利
子
低
潘
し
て
公
偾
»
貴
せ
る
度
數
.

.七
^

\

.毛
子
騰
貴
し
.て

公

懷

下

落

せ

る

.度

數
五
囘 

难
子
下
落
し
て
公
偾
下
落
せ
る
度
數
ン
三
囘

.

:

'

^

.tl
へ
 

f 

十
五
司
一

.
 

第
：1卜

削

引

日

步

ビ

眷

市

情

:
 

禾
子
下
落
し
て
公
偾
市
惯
騰
貴
せ
し
度
數
：
七
.囘
-

" 

利
子
騰
贲
し
て
公
偾
$

N F

落
せ
し
度

數

八

囘

第
十
.

一

餘

(

八
量)

雜

麴

益

緊

の

似

格

に

就

て

利

子

に

變

動

：な
ぐ

し

て
公

偾

■市

價

低

落
せ

し

^
.
數3>

'合

tl
, 

十
五
.囘 

第
㈣

定
期
預
金
'
.日
步W

公
偾
市
價 

'利
字
下
落
1>
:て
公
«
市
價
騰
貴
せ
し
度
數
' 
七

囘
 

ヾ
、刹
字
騰
貴
&
て
公
«
市

憷

下

落

：
せ

し

度

數

五

囘

：
 

利

字

下

落; ^
て
：公

徵

市

價

も

下

落

*
し

度

數

；|
两

合
'
 

雜

.：

第

六

證

：
v
'
:
.
r

翁



瑢

十1
猞

(

八
三S

雑

_

布似說券の例格に就て

 

：第
六
號
一
三
〇

第

五

以

上

四

稱

金

利

の

：半

均

.と

公

偾

市

惯 

,
利
子
下
落
し
て
公
偾
市
僧
騰
貴
せ
し
度
數
七
囘 

利
子
滕
貴
し
て
公
侦
市
價
低
落
せ
し
度
數
五
囘 

利
子
下
落
し
て
公
偾
市
價
低
落
せ
し
度
數
.
三
囘 

合
.

計

.： 

十
五
囘
：

へ
 

'

斯
く
の
如
く
、
各
十
五
個
の
比
較
ホ
第
ニ
の
關
係
に
一 

於
.

V

は

十

二

囘

、

第

一
0
關

係

に

於

て

は

：十

五

囘

、

■
第

• 

i 
ニ

の
關
係
に：

於V

は
十1

囘
ヽ
第
四
の
關
係
に
於
て
は 

十

二

囘

’

第

五

の

關

係

に

於

て

十

二

囘

の

一致
を
示
せ 

P
O
即
ち
一
致
の
程
度
最
も
少
&
も
のV

J

雖
も
、
七
割 

四
分
に
し
て
、
多
く
は
八
割
の
符
合
率
々
顯
せ
る
の
み 

な

ら

ず

、
割
引
w

步V
J

公
偾
市
價
と

の

關
係
に
於
て
は 

十

五

囘

共

全

然

1

致
せ
る
を
見
る
な
<-
!
)。
割
引H

I

步VJ 

公
債
市
價
と
が
斯
く
の
如
く
常
に
谷
反
對
の
方
向
に
變 

動
す
る
の
^

實
ょ
ぅ
推
,

し
て
或
は
公
债
の
市
價
を
左
. 

右

す

る

金

利

は

割

引

日

步

に

外

な

ら

ず

と

論

;^
る

者

も 

あ
ら
ん
が
、
前
述
の
如
く
、
有
僧
牆
券
の
市
價
に
影
響 

を
及
ぼ
す
金
刹
と
しV

は

割

引

日

步

以

外

に

貸

付

H

步

當
座
预
金
利
子
步
合
並
に
^

期
®*

金
步
八
M
等
を
も
靡
ぐ 

可
き
も
の
な
れ
ば
、
前
表
に
於
け
る
が
如
き
公
愤
の
一 

:f

年
間
の
平
均
市
愤
ミ
對
M

す
胃
き
利
子
步
合
^,

し
て 

は
此
等
數
種
め
金
利
の
本
均
_

を
採
吝
を
至
«

な
6

と 

信
ず
。
蓋
し
此
捧
均
市
價
は
幾
多
：の
#
用
潘
並
に
供
給 

潜
が
取
引
せ
る
際
の
價
格
の
弗
均
な
る
が
、
此
等
の
讀 

用
者
並
に
«

ぬ
*

の
取
引
«

^

は
.上
記
數
種
の
金
利
中
：
 

孰
れ
か
に
依
ぅ
て
左
右
せ
ら
れ
，た
る
も
の
な
れ
ば
な
6
.
: 

さ

れ
ば
、
今
假
り
に
上
記
泥
合
利
子
步
合
の
騰
落
€

公
：
 

债
市
價
の
變
動V

J

の
關
係
を
明
瞭
に
表
示
す
る
爲
め
'に
' 

線

圖

を

用

：ゆ
^v

j

せ
ば「

&

の
.如
し
。(

百

三

十

ーM)

：

.

此
線
圖
並
に
前
揭
の
利
子
步
合
ミ
公
債
市
價
と
の
對 

照
表
の
明
ポ
せ
る
が
如
く
、
金

利

と

公

偾

の

®

格
々
し

は
' 

大
體
に
於
て
反
對
の
方
向
に
變
動
せ
る
も
、
而
か
も
此 

關
係
が
必
ず
し
も
常
に
維
持
せ
ら
れ
ざる
は
如
何
な
る 

事
情
に
基
づ
く
.も
'の
®
る
や
。
日
く
、
斯
く
の
如
く
、 

市
場
利
子
步
合
ミ
有
價
諧
券
と
の
價
格
が
常
に
反
對
の 

方

向

に

變

動

甘

ず

、

且

：
つ
，
反

對

，

0
方
向
に
變
動
す
る
際
.

に
於

て

も
同i

の
程
度
に
•變
動
せ
ざ
る
ば
有
憤
證
券
の 

市
惯
を
极
本
的
に
且
つ
永
久
的
に
左
治
す
る
も
の
は
]1
1

 

場
利
子
步 

合
な
ぅ
t

雖
む
夫
れ
、

L

r

p

l

f

i
 

以
外
に1

.

1f
l„
L

.

.

'

^

- 

'

時
的
に

*

1

!■
 

^
\
^
v
y
u_
丨 

市

®

に

及■

ぼす醫丄
 

少
a
が
ら
：

cy
t
v 
ン_ 
1
1
 

ざ
れ
ば
な
ン
i

し
^

り
。
此

有

、
M

5'
l

-

f

&

I

H

~

—

價
證
券
懊

格

變

動

の

-
j

-
i

a
-

'
'

十

|

凰

と

じ

ニ
i

'

i

:,.
T
-

て
は
一
般
.

OO
P
,し
.

.

_

産

業

界

の
' 

•

和
？
各
此
等
の
事
情
に
關
す
谷
流
說
風
評、

#

»(?
)
'
.
有 

價
證
券
に
對
す
る
ハ「

黯
办
人
氣
又
は
信
用
並
に
投
機

.

5:
3

1

的

！
^
 等
.を

可
^T ;

も 

の
な
る
が
、 

此
等
の
副
因 

と
有
價
©
券

の
®
格
ビ
の 

關
係
に
就
&
 

て

は

後

段

公
 

僙

並

，'に

株

券 

の

市

價

を

細
 

ir
す

.る

際

論 

@

す

る
Z 
€ 

A
M

レ

，

以
 

下

本

諭

に

於

：

火
犯
：
一
印 

.S  
十
3C
.印
' 

M十
四
印 

W
-I
-
三
 5*  

?
§ 

W
-I
-
一

'  H

十
印
， 

三
十
九
.印
■
 

-.H十 
三
十
七
印 

三
十
六
尔 

E*
:+
3f
.

印 

Y三
十
？
 

H
S 
卬：

0内

狀
況
、
天
炎
地
變
、
政
變
、
政
策
の
•一
 

變
、
戦
^

、
_

券
の
價
格
.̂'

刹
子
步
合
と
を
し
セ
必
ず
し
も
常
に
反
對

m'
十一

卷

(

八
三
七)

，

雜

錄

.
布
似
説
- ^
0
'似
格
に
就
ズ 

纸
六
虢
一
コ
ニ



rxt二ふべ，一 化 v，V7 二：ノノ二，二

第
十
！
怨

(

A

H

6雜

，
錄

苻

似

歌

券

の

似

格

|:
就
弋 

第

六

腐
ニ

ー

三

の
方
向
に
變
微
せ
し
め
ざ
る
ニ
個
の
共
服
の
原
因
を
简 

眾
に
說
明
せ
ん
ビ
欲
す
。
此1

の
旅
因
と
は 

1

、
統
ti
'の
^
備 

.

ニ
、
利
子
涉
合
變
動
0

:豫
想 

W
ち
是
れ
な
らVJ

す
。

:
,

、

第
五
節
統
計
の
不
備 

•凡
そ
統
計
は
其
種
類
叉
は
性
質
の
如
何
を
問
は
す
、 

絕
樂
に
疋
確
な
る
結
染
を
擧
ぐ
る
は
殆
ん
ど
全
く
不
可 

能
の
こ
と
な
ぅ
と
す
？
假
り
に
計
黛
上
に
於
て
は
何
等 

の鰓
！
！

な

し

ミ

す

る

％

、

其

材

料

の

選

擇

及

.び

蒐

集

に 

遺
漏
な
き
を
期
す
る
こVJ

能
は
ざ
る
な
り
。
人
ロ
の
靜 

饊

及

び

動

ま

、
物

®

ヽ

質

銀
ヽ

其

他

稱々
の
經

濟

現

象 

に
關
す
る
統
哥
殊
に
平
均
率
を
奸
出
せ
る
數
字
に
於
て 

は
不
精
確
の
名
の
少
な
か
ら
ず
。
上
文
に
引
明
せ
る
利 

子
步
合
並
に
公
偾
市
惯
に
關
す
る
統
訐
も
其
例
外
た
る 

る
ビ
を
得
ざ
る
も
の
な6
。
例
へ
ば
、
前
揭
柬
京
市
巾 

»
# :
利
子
步
合
の
平
均
に
就
き
て
之
を»
る
に
、

S
 

均
は
果
し
て
東
京
市
內14

於
け
る
總
て
の
銀
行
に
於
け

る
同
^
合
を
標
準
と
し
て
計
出
せ
る
务
の
な
る
や
。
假 

6
に
然
&
と

す

名
も
、
各
銀
行
は
架
し
て0
行
の
實
施 

,
せ
し
步
合
を
正
猶
に
報
吿
せ
し
か
否
や
の
疑間
.な
し
^

.
せ

、?

る

な
6

。
®

に
-
步

を

讓P

て

此

疑

問

が

1

片

の 

祀

羅

た

る̂
土
ま
る
ビ
す
るも

*
*

其
平
均
率
は
必
ず 

j

し
も
精
確
に
金
融
狀
態
を
反
射
す
る
も
の
な
ヶ
S

云
ふ 

こ
と
を
得
ず
。
此
取
均
率
だ
る
や
紫
千
の
銀
行
の
：報
告 

|

せ
し
^

子

步

合

を

合

計

し

興
||
和

を

銀

行

の

數

を

以

て 

除
し
た
る
も
の
に
外
な
ら
ざ
る
が
、
此
計
算
方
法
に
依 

る
屯
均
は
利
子
步
合
の
み
な
ら
ず
他
の
總
て
の
現
象
に 

就
き
て
往
々
人
を
し
て)

誤
解
せ
し
む
る
の
結
*
を
生
ず 

る
乙
ビ

f

o

例
へ
ば
、
甲
龈
行
の
貨
付
日
步
は
ニ
餞 

に
し
1

、
乙
銀
行
の
日
步
.が
三
錢
な
ら
ば
、
此
南
鈒
行 

の
徵
收
す
る
日
步
の
取
均
を
一
ー
錢
五
厘
と
訏
出
す
る
の 

常
な
る
も
、
苦
し
甲
_龈
行
の
貨
出
高
が
1

日
僅
か
に一 

高
圆
な
.る
に
、.
乙

銀

行

の

貨

出

高

は

一

日

西

离

圆

._に

上 

.
る
.ビ
せ
ん
か
、
實
際
の
平
均
率
は1

一
餞
五
：厘
ょ
h

も
海 

か
に
高
率
に
し
て
1
1
1餞
弱
な
る
可
き
は
玆
に
徵
言
す
る

の
要
な
か
ら
ん
。
而
し
て
此
三
餞
弱
の

nz

步
は
金
融
界 

の
實
狀
を
指
示
す
•る
も
の
な
る
こ
と
は
勿̂

芬
ク

と
す 

公
债
の
^
均
市
傾
に
就
き
て
云
ふ
も
亦
同
じ
。
金
融
事 

項
參
考
»
に
載
す
る
裰
年
の
平
均
市
惯
は
ニ
；
6
數
十
日 

の
取
引
日
の
相
場
の
^
均
に
外
な
ら
ざ
る
も
の
な
る
が 

各
肷
引
0
に

於

け

る

賣

買

高

に

は

著

し

き

等

差

あ

：
る

を

： 

以

て

、

堪

に

各

肷

引

日

の

相

場

を

合

計

し

て

其

總

和

.を 

ば
肷
引
日
數
に
て
除
し
た6
と
て
決
し
て
精
«
な
る
务 

年
の
屯
抱
相
場
を
求
む
る
こ

V 」

を
#H
-

る
な
b
o
:
 

斯
ぐ
の
苹
均
,
子
步
合
.並
に
公
偾
艰
均
市
價
の
統
計 

に
は
既
に
説
®
を
包
八
め
せ
る
も
の
な
る
を
以
て'、
K
へD 

實
隙
に
は
金
利
ビ
反
比
例
に
消
僧
證
券
の
市
⑽
が
0
0 

せ
6
ビ
す
る
も
、
統
計
を
以
て
は
之
を
精
密
に
®
明
す 

る
こ
ビ
女
得
ざ
る
の
理
な
り
。
是
れ
前
揭
の
比
較
表
の 

指
示
す
る
所
が
理
論
上
の
推
斷
と
全
然
.

|

致
甘
ざ
る
一 

原

因

な

す

。
 

.

.

'

第

六

節

.

利

子

步

合

變

動

の

豫

想 

次
に
統
訐
の
不
備
の
如
何
に
枸
ら
ず
、
金
刺
と
有
價

龄
十一

卷

•(

八三九

〉

雜
、
錄
布
似
繫
の
傾
格
卜

價
券
市
價V

の

間
に

於

け

る
.反
比

.例
的

關

係

を

破

»

せ 

ん

.

VJ

す

る

傾

向

を

有

す

る.一
事

情

ぁ

り

。

利

子

步

合

變
 

動

の

豫

想

即

ち

是

れ

な

办

VJ

す

。

降

雨

は

雨

傘

の

雷

用
 

を
增
加
せ

し

む

る

も

の

な

る

も

、

曇

；天

の

際

に

於

け

る
 

ノ

降

雨

の

豫

想

が

却

つ

て

降

雨̂
物

4

も̂

傘

の

*

用

を
 

•

膨
脹
せ
し

む

る

こvj

な

し

€
せ
ず
。
利

子

步

合

に
就
き 

て

云

ふ

も

之

ど

同

じ

ぐ

、
，
假

り

に

今

日

當

座

预

金

の

0 

\

步

が

「

錢

，f

と

す

る
も

、

若

し

南

ご 
一

口

中

に
|
«
ニ 

\

三

厘
.に
騰
動
ず

る

'な
ら

ん

ピ

豫
.想
す

る

#
-̂
ら

ば

、

或
 

|

者
は
其
豫
想
k
基
き
で
有
®
僧
券
を
寶

買

し

其
結
取

S 

一
し

て

有

愤

價

券

：の

茆

價

を

幾

分

，か

_

則

的

に
騰

落

せ.し 

\

め

、

上

述

の
反

比

例

.的

關

係

實

現

を妨

害

する
こ

と

な
 

|

しVJ

せ

ざ

る

な

り

。
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